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(注) 当社は、平成23年11月29日に株式上場による新株発行をしており、平成24年10月期の業績予想の１株当たり当期

純利益は公募株数250,000株の増加を反映しております。 
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１．平成23年10月期の業績（平成22年11月１日～平成23年10月31日）
(1) 経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期 3,263 9.4 188 7.1 200 11.1 121 46.8
22年10月期 2,982 11.0 175 43.9 180 54.0 82 3.5

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年10月期 123.76 ― 22.1 9.8 5.8
22年10月期 16,859.63 ― 18.5 8.8 5.9

(参考) 持分法投資損益 23年10月期 ―百万円 22年10月期 ―百万円

(2) 財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期 1,995 609 30.6 621.72
22年10月期 2,084 488 23.4 99,591.30

(参考) 自己資本  23年10月期 609百万円 22年10月期 488百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年10月期 72 △43 △125 187

22年10月期 169 △95 △28 282

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

23年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

24年10月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

３．平成24年10月期の業績予想（平成23年11月１日～平成24年10月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,559 10.2 16 △56.0 19 △62.3 11 △59.8 9.80
通 期 3,605 10.5 204 8.5 213 6.6 127 4.8 104.99



  

 

 
  (注) 当社は、平成23年６月15日付で株式１株につき200株の株式分割を行っております。 

  

 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。 
  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 

  

４．その他
（１）重要な会計方針の変更
 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無
 ② ①以外の変更 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年10月期 980,800株 22年10月期 4,904株

② 期末自己株式数 23年10月期 －株 22年10月期 －株

③ 期中平均株式数 23年10月期 980,800株 22年10月期 4,904株

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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① 当期の経営成績 

当事業年度におけるわが国経済は、アジアを中心とする新興国経済の好調により輸出企業を中心に

業績の回復が見られたものの、平成23年３月11日に発生した東日本大震災及びその後の原発事故、急

激な円高の進行、欧州諸国の財政危機等により、景気回復の先行きは見通しが困難な状況となりまし

た。 

また、国内農業におきましては、規制緩和による一般企業の農業への新規参入や、政府の支援策に

よる植物工場の普及・拡大が進んだものの、農家の高齢化及び後継者不足による農業従事者の減少な

ど深刻な状況が続いております。さらに、上述の東日本大震災及びその後の原発事故の発生により、

東北地方及び関東地方の農林水産業には甚大な被害が出ており、回復への道筋が見通せない厳しい状

況となりました。 

このような状況のもと、当社は、野菜苗生産販売事業において、受注拡大に向けた営業体制の強化

と共に、収益性向上に向けた原価管理の徹底や内製化による生産性の向上などを継続的に進めまし

た。また、流通事業におきましては、従来のコンビニ運営、農業資材等の仕入販売に加え、新たな事

業として農産物等の仕入販売を開始しました。 

この結果、当事業年度の売上高は、3,263,661千円と前事業年度と比べ281,430千円（9.4％）の増

収となりました。利益面につきましては、売上の拡大とともに原価管理の徹底や内製化を進めた結

果、営業利益は188,334千円と前事業年度と比べ12,444千円（7.1％）の増益、経常利益は200,402千

円と前事業年度と比べ19,957千円（11.1％）の増益、当期純利益は121,384千円と前事業年度と比べ

38,705千円（46.8％）の増益となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

（野菜苗生産販売事業） 

当事業部門におきましては、農家人口の減少や農家経営の厳しい状況の中で、営業力を強化し、

営利農家向けの売上拡大を目指すとともに、家庭園芸市場においても新規取引先の開拓を進め、併

せて既存顧客には新製品の販売などを積極的に行ってまいりました。この結果、売上高は

3,018,755千円と前事業年度と比べ211,437千円（7.5％）の増収、セグメント利益は468,839千円と

前事業年度と比べ62,347千円（15.3％）の増益となりました。 

（流通事業） 

当事業部門におきましては、コンビニエンスストアの運営、農業資材等の仕入販売に加え、農産

物等の仕入販売を開始しております。この結果、売上高は244,905千円と前事業年度と比べ69,993

千円（40.0％）の増収となりましたが、コスト面においては人件費及び荷造運賃費等の営業費用増

加により、45,721千円のセグメント損失となりました。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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② 次期の見通し 

今後のわが国経済の見通しにつきましては、長引く円高や欧州諸国の財政危機等により、依然とし

て厳しい状況が続くものと予想されます。また、国内農業につきましては、農家人口の減少や高齢化

が進むことに加え、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加が検討される等、先行きは不透

明であります。 

このような状況のもと、当社は、市場規模の拡大が予想される家庭園芸市場への営業強化並びに新

たな製品群の開発等に注力いたします。営利農家向け市場におきましては、最大の需要地である関東

エリアでの営業強化や大規模施設園芸及び植物工場関連企業並びに青果物流通企業との連携を強化

し、取引先の拡大を図ることにより売上高の継続的な増加を見込んでおります。 

生産面では、第４の生産拠点となる自社農場を茨城県に建設中であります。稼働開始は平成24年３

月を予定しており、初年度の生産量は約150万本を見込んでおります。また、自社農場の拡大と並行

して委託先の開拓も適宜進めており、引き続き野菜苗の供給力を高めてまいります。 

次期（平成24年10月期）の業績見通しにつきましては、売上高3,605,221千円、営業利益204,357千

円、経常利益213,588千円、当期純利益127,213千円を見込んでおります。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前事業年度末と比べ70,545千円（6.3％）減少の1,041,989千円となりました。これ

は、売掛金が22,127千円増加したものの、現金及び預金が118,767千円減少したこと等によるもので

あります。 

固定資産は、前事業年度末と比べ18,540千円（1.9％）減少の953,854千円となりました。これは、

投資その他の資産が33,960千円増加したものの、有形固定資産が48,236千円減少したこと等によるも

のであります。 

この結果、総資産は、前事業年度末と比べ89,085千円（4.3％）減少の1,995,844千円となりまし

た。 

（負債） 

流動負債は、前事業年度末と比べ98,908千円（9.6％）減少の926,107千円となりました。これは、

支払手形が31,109千円、買掛金が55,965千円減少したこと等によるものであります。 

固定負債は、前事業年度末と比べ111,561千円（19.5％）減少の459,956千円となりました。これ

は、長期借入金が112,654千円減少したこと等によるものであります。 

この結果、負債合計は、前事業年度末と比べ210,470千円（13.2％）減少の1,386,064千円となりま

した。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末と比べ121,384千円（24.9％）増加の609,780千円となりました。これ

は、当期純利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。 

  

（２）財政状態に関する分析
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② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末と比べ95,567千

円減少し、当事業年度末には187,152千円となりました。 

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、72,894千円（前事業年度比96,919千円減）となりました。収入の

主な内訳は、税引前当期純利益198,917千円、減価償却費101,296千円であり、支出の主な内訳は、売

上債権の増加額31,065千円、仕入債務の減少額87,074千円、法人税等の支払額93,657千円等でありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、43,183千円（前事業年度比52,650千円減）となりました。これは

主に、定期預金の払出による収入25,200千円により資金が増加した一方で、定期預金の預入による支

出11,000千円、有形固定資産の取得による支出47,026千円、投資有価証券の取得による支出5,250千

円等により資金が減少したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、125,278千円（前事業年度比96,291千円増）となりました。これ

は主に、短期借入金による収入350,000千円、長期借入れによる収入70,000千円により資金が増加し

た一方で、短期借入金の返済による支出350,000千円、長期借入金の返済による支出194,896千円等に

より資金が減少したことによるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インスタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注）１ 時価ベースの自己資本比率につきましては、非上場であったため記載しておりません。 

   ２ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

   ３ 利払いはキャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」使用しております。 

４ 平成20年10月期まではキャッシュ・フロー計算書を作成していないため、キャッシュ・フロー対有利子負

債比率及びインタレスト・ガバレッジ・レシオは記載しておりません。 

  

平成19年10月期 平成20年10月期 平成21年10月期 平成22年10月期 平成23年10月期

自己資本比率 24.5％ 19.1％ 20.2％ 23.4％ 30.6％

時価ベースの自己資本比率 ― ― ― ― ―

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― 3.6倍 5.5倍 11.1倍

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― 21.8倍 14.2倍 7.5倍
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利益配分につきましては、企業価値の極大化を念頭に、収益状況に応じた利益還元を行うことを基本

方針としております。 

しかしながら、当期の配当につきましては、経営基盤の強化及び事業拡大に向けて内部留保の充実を

図ることが必要と判断した結果、誠に遺憾ながら無配当とさせていただきます。 

次期（平成24年10月期）の配当につきましては、当社が、平成23年11月29日に大阪証券取引所ＪＡＳ

ＤＡＱ市場に上場したことに鑑み、財政状態及び経営成績を勘案しながら、配当による株主への利益還

元を検討していく予定でありますが、現時点では未定であります。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社の経営成績及び財政状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクについて、主な事項を以下に記載し

ております。 

  

当社は、接ぎ木工程までの一次育苗を愛媛県の本社農場といわて花巻農場の２ヶ所で集約生産し、

接ぎ木後の二次育苗を全国の委託農場15社と長野農場及びいわて花巻農場の自社農場で生産する方式

を採用しております。これにより、当社の総販売本数(接ぎ木工程のない実生苗を含んでおります)に

対する委託生産の割合は53.1％、さらに、二次育苗工程のないヌードメイク苗を除いた接木苗に対す

る委託生産の割合は66.8％(平成23年10月期実績)と委託生産の割合が高くなっております。これは、

設備投資の軽減と消費者に近いエリアで生産することによる輸送コストの削減、天候変動のリスク分

散を目的としたものであります。委託生産につきましては、当社の栽培技術指導者が徹底した指導や

定期的な訪問調査を行い、自社農場と同品質の野菜苗を生産できる体制を構築しておりますが、何ら

かの事情により委託農場の品質低下や生産不能といった事態が生じた場合には、当社の業績に影響を

与える可能性があります。 

  

当社が販売する野菜苗のうち、株式会社山口園芸に生産の一部(二次育苗)を委託する割合は次のと

おりであります。 

 
(注)  株式会社山口園芸 

・所在地  ：愛媛県宇和島市津島町山財4925番地 

・代表者  ：栗本 浩 

・事業内容：野菜苗・花苗の生産、農産物の生産、園芸用土の生産 

・従業員数：90名(平成23年10月31日現在、当社への出向者１名含む) 

  

同社は、他の委託先に比べて育苗技術が進んでいることに加え、通年生産が可能な大規模農場を保

有している育苗会社であります。また、同社との取引は、他の委託先と同様のプロセスを経て決定さ

れる取引条件で取引契約を締結しており、今後も継続する方針であります。 

今後、当社の売上増加に伴い、自社生産及び他の委託先での生産が増加することにより、同社の生

産割合は徐々に低下していく見込みですが、現状においては同社に対する委託割合が高いことには変

わりなく、同社への高い依存度が解消しない段階において、将来的に同社の方針変更などの理由によ

り当社との取引が不能となった場合、あるいは同社が何らかの理由により生産が不能となった場合に

は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

（４）事業等のリスク

① 委託生産について

② 株式会社山口園芸との取引について

本数(千本)
(構成比)

金額(千円) 
(構成比)

平成21年
10月期

平成22年
10月期

平成23年
10月期

平成21年
10月期

平成22年 
10月期

平成23年
10月期

自社生産
9,281 

(40.4％)
11,153
(44.7％)

13,119
(46.9％)

829,629
(31.7％)

975,239 
(34.8％)

1,143,914
(37.9％)

㈱山口園芸
11,260 
(49.0％)

11,241
(45.1％)

11,098
(39.6％)

1,461,498
(55.9％)

1,480,186 
(52.7％)

1,476,412
(48.9％)

その他
2,431 

(10.6％)
2,543

(10.2％)
3,774

(13.5％)
322,859
(12.4％)

351,892 
(12.5％)

398,427
(13.2％)

合  計
22,972 

(100.0％)
24,938

(100.0％)
27,992

(100.0％)
2,613,986
(100.0％)

2,807,318 
(100.0％)

3,018,755
(100.0％)
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当社の主たる事業は、野菜苗の受注生産であります。生産の大部分はビニールハウス内で栽培して

おりますので、気温及び日照等、天候の影響を受けることになります。また、天候不順が続くと苗の

品質に影響し、製品価値の低下に繋がります。そのため、当社では、品質の安定化を目指し、天候に

合わせた栽培方法・技術・ノウハウの蓄積、研究開発及び委託展開による生産地の分散等の施策を行

ってまいりました。しかしながら、天候不順の影響は完全に回避できるものではなく、猛暑、日照不

足、台風といった天候不順及び異常気象の発生により、十分な品質や生産量が確保されない場合、当

社の業績に影響を与える可能性があります。 

また、上述の通り生産地の分散を進めておりますが、一次育苗については現時点において、その大

部分を本社農場で行っております。その結果、上述の天候不順及び異常気象の影響を受ける場合に

は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

平成23年３月11日に発生しました東日本大震災に伴い、当社のいわて花巻農場において停電、燃料

不足、物流機能の停滞等が発生しましたが重要な被害はありませんでした。しかし、一部の委託先に

おいては福島の原子力発電所における事故の影響を受け、生産を停止しております。今回は、他の委

託先や自社農場の生産調整により大きな影響はありませんでしたが、今後、想定を上回る自然災害が

発生した場合、本社機能の停止、生産農場の停止、受注の減少等により、当社の業績や財政状態に影

響を与える可能性があります。 

  

原材料である種子は、一般的に品種改良されるたびに新品種として発表され、基本的には付加価値

が高くなるにつれて仕入価格も上昇していきます。また、現在は海外での採種が主流であるため現地

の経済状況及び採種環境等の影響により突然値上がりする場合があります。また、原油価格の上昇は

重油・灯油の値上がりによる冬期の育苗コストの上昇に加え、あらゆる育苗資材の仕入価格上昇に繋

がることとなります。 

当社は、過去に発生したこのような原材料価格高騰時においては、仕入先の変更や製品販売価格の

調整を行ってまいりましたが、今後、消費者の低価格志向が進むことにより価格調整での対応ができ

ない場合は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

当社は、一部、完全閉鎖型苗生産施設を利用しておりますが、大部分は屋外でのハウス栽培を行っ

ております。そのため、病気や害虫の発生を完全に防ぐことは極めて難しい状況にあります。当社で

は病害虫の発生を防ぐため、圃場内の清掃、予防農薬の散布、病害虫の早期発見に努めております

が、生産者に納品した後に病害虫が発生する可能性があります。この場合、発生時期と病害虫の種類

によっては当社の責任において生産者に対する何らかの補償を行う可能性や風評により受注が減少す

る可能性があり、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

③ 天候不順、異常気象について

④ 自然災害による影響について

⑤ 種子、原油価格の変動について

⑥ 病害虫について
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当社は、生産拠点を全国に委託展開しており、栽培技術指導者個々の技術・ノウハウを組織全体に

広げていく必要があり、そのため、少しでも多くの経験を積ませるために、入社後すぐに実践の場に

立たせ、いち早い技術・ノウハウの取得の機会を設けております。 

技術・ノウハウを習得した栽培技術指導者も育ち始めており、現在のところ不足はしておりません

が、今後生産拠点がさらに増加及び拡大されることによって、十分な栽培指導が行き渡らなくなる場

合や技術・ノウハウ向上のための費用が増加する場合、また、人材確保が困難な場合や人材確保のた

めの費用が増加する場合には、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

当社は、接ぎ木苗の生産に特化しており、接ぎ木苗の利用者の獲得において先行しているものと認

識しております。しかし、今後、異業種からの参入及び競合他社の拡大が生じ、競争の激化による顧

客の流出やコストの増加等により、当社の業績に影響を与える可能性があります。また、当社が今後

においても優位性を保てるか否かについては不確実な面があることから、競合他社等の影響により当

社の競争優位性が低下した場合、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

当社は、野菜接ぎ木苗の生産販売に特化しております。そのため、今後の日本農業及び野菜類生産

の活性化が当社成長のための基本的な条件と考えております。接ぎ木苗の普及は引き続き進んでいる

ものの、今後、日本農業がどのように進展していくかについては不透明な部分もあり、国の政策方針

の転換、輸入野菜の増加、農家の高齢化及び後継者不足等により、今後の日本農業に大きな変化が生

じた場合、また、予期せぬ技術革新によって接ぎ木苗の需要が著しく減少した場合、当社の事業展開

や業績に影響を与える可能性があります。 

  

当社の業績は、第１四半期において、他の四半期に比べ売上高が低下する傾向にあり、利益も売上

高の変動の影響を受けて低下する傾向になっております。これは、当社の主力製品である野菜苗の需

要が、当社の第１四半期にあたる11月～１月に全国的に減少するためであります。現在、閑散期に向

けた新製品の開発を急いでおりますが、当面は第１四半期の売上高が他の四半期に比べて低下するこ

とが予想されます。このため、第１四半期の業績が、年間の業績の傾向を示さない可能性がありま

す。 

なお、平成23年10月期における四半期毎の業績の概要は以下のとおりであります。 

(単位：千円) 

 
(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

⑦ 人材の育成について

⑧ 競合について

⑨ 野菜苗生産販売事業への依存について

⑩ 業績の変動について

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度合計

売上高 
(構成比 ％)

364,417
(11.2)

1,050,698
(32.2)

780,976
(23.9)

1,067,568 
(32.7)

3,263,661
(100.0)

売上総利益 
(構成比 ％)

35,551
(4.4)

301,875
(37.1)

211,124
(26.0)

264,951 
(32.6)

813,503
(100.0)

営業利益又は営業損失(△) 
(構成比 ％)

△92,770
(△49.3)

131,270
(69.7)

39,660
(21.1)

110,174 
(58.5)

188,334
(100.0)
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当社は、農地法で規定された農業生産法人ではないため、農地の取得が認められておりません。な

お、以前は農地保護を目的とした農地法の規定により、一般の事業会社は農地を借りることもできま

せんでしたが、現在は、規制緩和の流れを受けた過去数度の農地法及び関連法規の改正によって一般

事業会社が農地を借りることが可能になりました。現在、当社は本社農場で12,230㎡、長野農場で

20,111㎡、いわて花巻農場で1,974㎡の農地(合計34,315㎡、当社が利用している土地面積の約54％)

を賃借して野菜苗を生産しており、この流れは、当社にとって生産設備拡張の自由度が増し、規模拡

大への追い風となっております。 

しかしながら、上述の通り、農地法及びその関連法規による規制は緩和の方向にあるものの、今後

の新たな農地法及び関連法規の改正の動向が当社の事業展開や業績に影響を与える可能性がありま

す。 

また、農地法及び関連法規以外に、農薬については農薬取締法、毒物及び劇物取扱法、育苗につい

ては種苗法の規制を受けており、それらの法規の改正等の動向によっては当社の業績に影響を与える

可能性があります。 

  

⑪ 特有の法的規制等について
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当社は、子会社及び関連会社がないため、記載すべき事項はありません。 

  

  

当社は、「日本農業に革命を、夢が語れる農業へ」を経営理念とし、企業的農業を実践し、魅力的な

アグリビジネスを実現することによって、若者に夢を与えられる元気な農業を展開したいと考えており

ます。そんな未来ある農業のために前進し、農業全体をリードする企業を目指します。 

  

当社は、売上高の継続的な増収と売上高営業利益率の向上を重要な経営指標としております。売上高

につきましては、対前期比で10％増収を継続的な目標としており、売上高営業利益率につきましては、

当期実績が5.8％でありますが、10％を目標としております。 

  

当社は、接ぎ木苗市場において生産量は業界首位であるものの、シェアは10％以下と認識しておりま

す。当業界及び農業全体をリードする企業になるために、更なるシェアの拡大を目指してまいります。

将来的には25％のシェアを目標としており、今後も設備投資や委託展開を積極的に行い、事業規模の拡

大を図る方針であります。 

また、流通事業において野菜生産者の出口（青果物の販売）を支援することで、生産者の所得向上や

関係強化が進み、主力である野菜苗生産販売事業とのシナジー効果により、事業規模の拡大を図る方針

であります。 

  

２．企業集団の状況

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略
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わが国の農業は、依然として厳しい状況が続いております。農作物生産者の収入は減少傾向にあり、

原油価格の高騰は農業用資材コストに反映されることとなり、国内農業生産者の所得も減少しておりま

す。また後継者不足、高齢化が進み、農業生産者の減少といった現状に直面していると認識しておりま

す。 

当社の主力市場である野菜苗市場においては、現状では野菜苗の購入率上昇及び家庭菜園ブームによ

る需要拡大もあって、市場規模は拡大しております。しかしながら、当社の属する育苗業界において

も、消費者の低価格志向により、販売価格引き下げ圧力が強まってきております。 

このような状況の中、当社としましては、厳しい企業環境に対処するため、競争力の強化を中長期的

な重点課題として取り組んでおり、様々なコスト削減努力を推し進め、収益基盤の安定化を図ってまい

ります。また、景気悪化により低価格志向が広まる中、最大限のコストダウンを図りつつ、今後とも徹

底した品質管理により、安心・安全な製品を提供してまいります。 

  

当社は業界のプライスリーダーとして、燃料や原材料の価格上昇時において、コスト増加分を販売

価格で調整してまいりましたが、今後は多様化する消費者ニーズに対応できる企業を目指し、輸送コ

ストの削減、二次育苗の内製化による生産性向上及び流通マージンの削減等を徹底して行い、コスト

削減を強化する方針であります。 

  

当社では、家庭園芸のピークにあたる３月～５月及び営利農家の植替え需要の集中する８月～10月

に売上が集中しており、売上の少ない閑散期には減価償却費や販売管理部門の人件費等が負担となり

利益率低下の要因となっております。現在、当社では、このような事態に対応するべく、閑散期の受

注拡大と生産性の向上によるコスト削減に努めておりますが、本件については、引き続き当社の経営

上の重要課題として取り組んでいく必要があります。具体的な取り組みとしましては、一般消費者

(家庭園芸)をターゲットとした葉菜類やハーブ類等の新製品開発、生産部門においては、自社農場の

フル活用と委託生産の両立により、操業度を平準化・安定化させ、生産効率の向上に努めておりま

す。 

  

野菜苗生産事業は、技術・ノウハウの習得に時間を要し、マニュアル化が難しいとされておりま

す。当社は、今後の規模拡大が品質低下につながることのないよう、基本技術のマニュアル化ととも

に技術・ノウハウの共有化を推し進め、優秀な人材の育成に努めてまいります。 

  

  

該当事項はありません。 

（４）会社の対処すべき課題

① コスト削減

② 閑散期対策

③ 人材の育成及び栽培技術の伝承

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年10月31日)

当事業年度
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 305,920 187,152

受取手形 ※３ 316,619 ※３ 325,556

売掛金 374,040 396,167

商品及び製品 5,812 5,790

仕掛品 38,834 37,864

原材料及び貯蔵品 41,832 45,009

前払費用 4,977 7,050

前渡金 － 3,867

繰延税金資産 17,821 21,214

その他 6,752 12,365

貸倒引当金 △76 △49

流動資産合計 1,112,535 1,041,989

固定資産

有形固定資産

建物 ※１ 459,071 ※１ 472,249

減価償却累計額 △141,386 △177,361

建物（純額） 317,684 294,888

構築物 ※１ 299,976 ※１ 302,976

減価償却累計額 △121,722 △151,178

構築物（純額） 178,254 151,797

機械及び装置 ※１ 276,452 ※１ 279,102

減価償却累計額 △137,116 △158,965

機械及び装置（純額） 139,336 120,136

車両運搬具 11,396 11,417

減価償却累計額 △10,046 △10,646

車両運搬具（純額） 1,350 770

工具、器具及び備品 46,131 53,126

減価償却累計額 △36,944 △42,361

工具、器具及び備品（純額） 9,186 10,765

土地 ※１ 228,236 ※１ 228,236

建設仮勘定 － 19,216

有形固定資産合計 874,048 825,811

無形固定資産

特許権 1,882 1,851

借地権 29,049 29,049

商標権 393 731

ソフトウエア 11,385 6,465

その他 513 862

無形固定資産合計 43,224 38,960

投資その他の資産

投資有価証券 12,000 17,250

出資金 70 70

長期前払費用 960 6,284
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年10月31日)

当事業年度
(平成23年10月31日)

繰延税金資産 602 11,133

保険積立金 39,636 43,320

その他 1,852 11,024

投資その他の資産合計 55,122 89,083

固定資産合計 972,394 953,854

資産合計 2,084,930 1,995,844

負債の部

流動負債

支払手形 ※３ 220,782 ※３ 189,673

買掛金 200,616 144,651

短期借入金 ※４ 200,000 ※４ 200,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 186,714 ※１ 174,472

未払金 90,612 82,126

未払費用 8,363 10,683

未払法人税等 56,167 54,140

未払消費税等 16,906 18,761

前受金 3,211 4,890

預り金 16,130 12,413

賞与引当金 25,000 32,000

その他 510 2,294

流動負債合計 1,025,015 926,107

固定負債

長期借入金 ※１ 545,310 ※１ 432,656

資産除去債務 24,393 24,867

その他 1,814 2,432

固定負債合計 571,518 459,956

負債合計 1,596,534 1,386,064

純資産の部

株主資本

資本金 233,200 233,200

資本剰余金

資本準備金 143,200 143,200

資本剰余金合計 143,200 143,200

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 111,995 233,380

利益剰余金合計 111,995 233,380

株主資本合計 488,395 609,780

純資産合計 488,395 609,780

負債純資産合計 2,084,930 1,995,844
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

売上高

製品売上高 2,807,318 3,018,755

商品売上高 174,912 244,905

売上高合計 2,982,230 3,263,661

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 5,236 5,812

当期製品製造原価 2,102,458 2,234,988

当期商品及び製品仕入高 157,592 215,147

合計 2,265,286 2,455,947

商品及び製品期末たな卸高 5,812 5,790

売上原価合計 ※１ 2,259,474 ※１ 2,450,157

売上総利益 722,755 813,503

販売費及び一般管理費 ※２, ※３ 546,865 ※２, ※３ 625,168

営業利益 175,890 188,334

営業外収益

受取利息 186 203

受取配当金 2 32

受取手数料 5,533 16,959

受取補償金 795 1,103

補助金収入 8,169 10,776

その他 1,653 3,075

営業外収益合計 16,340 32,151

営業外費用

支払利息 11,601 9,567

上場関連費用 － 10,327

その他 184 188

営業外費用合計 11,785 20,083

経常利益 180,445 200,402

特別利益

貸倒引当金戻入額 134 27

特別利益合計 134 27

特別損失

有形固定資産除却損 ※４ 1,313 －

減損損失 － ※５ 1,512

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,848 －

役員退職慰労金 6,000 －

特別損失合計 14,161 1,512

税引前当期純利益 166,417 198,917

法人税、住民税及び事業税 79,231 91,456

法人税等調整額 4,506 △13,924

法人税等合計 83,738 77,532

当期純利益 82,679 121,384
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製造原価明細書

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ  材料費 674,610 32.2 741,486 33.2

Ⅱ  労務費 477,045 22.7 531,580 23.8

Ⅲ  経費 ※２ 946,190 45.1 960,951 43.0

当期総製造費用 2,097,846 100.0 2,234,018 100.0

期首仕掛品たな卸高 43,445 38,834

合計 2,141,292 2,272,852

期末仕掛品たな卸高 38,834 37,864

当期製品製造原価 2,102,458 2,234,988

(脚注)

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

１．原価計算の方法

当社の原価計算は、総合原価計算による実際原価

計算を採用しております。

１．原価計算の方法

同左

※２．経費の主な内訳

育苗委託費 667,381千円

外注費 47,015千円

減価償却費 95,902千円

電力費 32,435千円

燃料費 32,389千円

※２．経費の主な内訳

育苗委託費 694,323千円

外注費 40,444千円

減価償却費 86,734千円

電力費 34,465千円

燃料費 41,716千円
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 233,200 233,200

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 233,200 233,200

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 143,200 143,200

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 143,200 143,200

資本剰余金合計

前期末残高 143,200 143,200

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 143,200 143,200

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 29,316 111,995

当期変動額

当期純利益 82,679 121,384

当期変動額合計 82,679 121,384

当期末残高 111,995 233,380

利益剰余金合計

前期末残高 29,316 111,995

当期変動額

当期純利益 82,679 121,384

当期変動額合計 82,679 121,384

当期末残高 111,995 233,380

株主資本合計

前期末残高 405,716 488,395

当期変動額

当期純利益 82,679 121,384

当期変動額合計 82,679 121,384

当期末残高 488,395 609,780

純資産合計

前期末残高 405,716 488,395

当期変動額

当期純利益 82,679 121,384

当期変動額合計 82,679 121,384

当期末残高 488,395 609,780

ベルグアース㈱(1383) 平成23年10月期 決算短信(非連結)

16



（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 166,417 198,917

減価償却費 110,351 101,296

減損損失 － 1,512

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,848 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,641 △27

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,360 7,000

受取利息及び受取配当金 △188 △235

支払利息 11,601 9,567

固定資産除却損 1,313 －

長期前払費用の増減額（△は増加） － △5,323

売上債権の増減額（△は増加） △42,483 △31,065

未収入金の増減額（△は増加） － △5,665

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,152 △2,184

前渡金の増減額（△は増加） － △3,867

仕入債務の増減額（△は減少） △3,536 △87,074

未払金の増減額（△は減少） 2,721 △10,515

未払費用の増減額（△は減少） △199 2,352

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,563 1,854

前受金の増減額（△は減少） △294 1,678

預り金の増減額（△は減少） 3,340 △3,716

その他 4,152 1,473

小計 256,351 175,975

利息及び配当金の受取額 188 235

利息の支払額 △11,940 △9,660

法人税等の支払額 △74,785 △93,657

営業活動によるキャッシュ・フロー 169,814 72,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,100 △11,000

定期預金の払戻による収入 14,400 25,200

有形固定資産の取得による支出 △81,415 △47,026

無形固定資産の取得による支出 △3,753 △1,250

投資有価証券の取得による支出 △12,000 △5,250

保険積立金の積立による支出 △3,743 △3,683

その他 △222 △172

投資活動によるキャッシュ・フロー △95,833 △43,183

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000 350,000

短期借入金の返済による支出 △300,000 △350,000

長期借入れによる収入 70,000 70,000

長期借入金の返済による支出 △198,605 △194,896

その他 △381 △381

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,986 △125,278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,993 △95,567

現金及び現金同等物の期首残高 237,726 282,720

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 282,720 ※ 187,152
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該当事項はありません。 

（５）継続企業の前提に関する注記
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（６）重要な会計方針

項目
前事業年度

(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

１  有価証券の評価基準及び

評価方法

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のないもの

同左

２  たな卸資産の評価基準及

び評価方法

(1) 商品

売価還元法による原価法(貸借対

照表価額は収益性の低下による簿価

切下げの方法)

(1) 商品

同左

(2) 製品・仕掛品・原材料・貯蔵品

総平均法による原価法(貸借対照

表価額は収益性の低下による簿価切

下げの方法)

(2) 製品・仕掛品・原材料・貯蔵品

同左

３  固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産

定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に

取得した建物(建設附属設備は除く)

については、定額法を採用しており

ます。

なお、主な耐用年数は次のとおり

であります。

建物              10～38年

構築物            10～40年

機械及び装置      ７～17年

(1) 有形固定資産

同左

(2) 無形固定資産

定額法によっております。

ただし、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用可能

期間(５年)に基づく定額法を採用し

ております。

(2) 無形固定資産

同左

４  引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については、個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上して

おります。

(1) 貸倒引当金

同左

(2) 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に備え

るため、支給見込額のうち当事業年

度に負担すべき支給見込額を計上し

ております。

(2) 賞与引当金

同左

５  キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

手許資金、要求払預金及び取得日か

ら３ヶ月以内に満期日の到来する流動

性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない短期的な投資からなって

おります。

同左

６  その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜き方式によっております。

消費税等の会計処理

同左
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（７）重要な会計方針の変更

会計方針の変更

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

(資産除去債務に関する会計基準)

「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第

18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21

号  平成20年３月31日)が、平成22年３月31日以前に開

始する事業年度から適用できることになったことに伴

い、当事業年度からこれらの会計基準等を適用しており

ます。

これにより、営業利益及び経常利益は2,775千円、税

引前当期純利益は9,623千円減少しております。

――――――――――

表示方法の変更

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

――――――――― （キャッシュ・フロー計算書）

前事業年度において、「営業活動によるキャッシュ・

フロー」の「その他」に含めて表示しておりました「長

期前払費用の増減額(△は増加)」及び「未収入金の増減

額(△は増加)」は重要性が増したため、当事業年度より

区分掲記しております。

なお、前事業年度の「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「長期前払費用の増減額

(△は増加)」は211千円、「未収入金の増減額(△は増

加)」は1,936千円であります。
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（８）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成22年10月31日)

当事業年度 
(平成23年10月31日)

※１  担保提供資産及び担保付債務

(1) 担保に供している資産

建物 174,985千円

構築物 83,300千円

機械及び装置 23,178千円

土地 153,149千円

合計 434,613千円

※１  担保提供資産及び担保付債務

(1) 担保に供している資産

建物 156,102千円

構築物 70,405千円

機械及び装置 19,307千円

土地 153,149千円

合計 398,965千円

(2) 担保付債務

１年内返済予定の長期借入金 51,987千円

長期借入金 342,530千円

合計 394,518千円

(2) 担保付債務

１年内返済予定の長期借入金 53,550千円

長期借入金 288,980千円

合計 342,530千円

２  保証債務

ファクタリングを利用する顧客のためのファクタ

リング会社に対する保証債務647千円

２  保証債務

ファクタリングを利用する顧客のためのファクタ

リング会社に対する保証債務429千円

※３  期末日満期手形の会計処理については、手形交換

日をもって決済処理しております。

なお、当期末日が金融機関の休日であったため、

次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

受取手形 16,659千円

支払手形 34,103千円

―――――――――

※４  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取

引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入金

の未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 250,000千円

借入実行額 200,000千円

差引額 50,000千円

※４  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取

引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入金

の未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 350,000千円

借入実行額 200,000千円

差引額 150,000千円
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(損益計算書関係)

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

※１  通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額

売上原価 1,771千円

※１  通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額

売上原価 2,915千円

※２  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 67,518千円

給与手当 103,553千円

旅費交通費 26,605千円

荷造運賃費 145,382千円

賞与引当金繰入額 6,777千円

減価償却費 14,448千円

支払手数料 42,655千円

おおよその割合

販売費 55.6％

一般管理費 44.4％

※２  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 69,900千円

給与手当 122,853千円

旅費交通費 33,660千円

荷造運賃費 170,755千円

賞与引当金繰入額 8,091千円

減価償却費 14,562千円

支払手数料 44,294千円

おおよその割合

販売費 57.6％

一般管理費 42.4％

※３  一般管理費に含まれる研究開発費は7,879千円で

あります。

※４  固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

※３  一般管理費に含まれる研究開発費は19,276千円で

あります。

―――――――――

 

機械及び装置 1,205千円

工具、器具及び備品 107千円

合計 1,313千円

――――――――― ※５ 減損損失  

当社は、以下の資産について減損損失を計上しまし
た。

用途 店舗

種類 建物

場所 愛媛県宇和島市

  当社は、農場又は事業部門を基本単位としてグルー

ピングしております。 

 コンビニ部門において、今後経常的な損失が予想さ

れるため、同部門に係る資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

（1,512千円）として計上いたしました。 

 減損損失の内訳は、建物1,512千円であります。 

 なお、回収可能価額は、使用価値により測定してお

りますが、将来キャッシュ・フローが見込めないた

め、備忘価額により評価しております。
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前事業年度(自  平成21年11月１日  至  平成22年10月31日) 

１  発行済株式に関する事項 

 
  

２  自己株式に関する事項 

該当事項はありません。 

  

３  新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４  配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

当事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

１  発行済株式に関する事項 

 
(注) 株式分割（１：200）によるものであります。 

  

２  自己株式に関する事項 

該当事項はありません。 

  

３  新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４  配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

 
  

(株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 4,904 ― ― 4,904

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 4,904 975,896 ― 980,800

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

 

※  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

現金及び預金 305,920千円

預入期間３か月超の定期預金 △23,200千円

現金及び現金同等物 282,720千円
  

※  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

現金及び預金 187,152千円

預入期間３か月超の定期預金 －千円

現金及び現金同等物 187,152千円
 

ベルグアース㈱(1383) 平成23年10月期 決算短信(非連結)

23



１  報告セグメントの概要 

(1) 報告セグメントの決定方法 

当社のセグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、野菜苗の生産販売を主な事業としており、本社に主な取扱い製品及び商品別の事業部を置い

ております。各事業部は、取扱い製品及び商品別に、事業計画を立案し、業績評価や投資意思決定を行

っております。 

従いまして、当社は事業部を基礎とした製品及び商品別セグメントから構成されており、主力の「野

菜苗生産販売事業」と、それ以外のコンビニの運営、農業資材等の仕入販売、農産物等の仕入販売を

「流通事業」として、２つの報告セグメントとしております。 

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

「野菜苗生産販売事業」は、主にキュウリ・トマト・ナス等の接ぎ木苗の生産及び販売をしておりま

す。 

「流通事業」は、農業資材及び農産物等の仕入販売、コンビニエンスストア（１店舗）の運営を行っ

ております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「重要な会計方針」

における記載と概ね同一であります。 

棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ後の価額で評価しております。報告セグ

メントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  

(セグメント情報等)

(セグメント情報)
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度(自  平成21年11月１日  至  平成22年10月31日) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△222,466千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△234,782千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

当事業年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

損益計算書
計上額 
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 2,807,318 174,912 2,982,230 ― 2,982,230

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,807,318 174,912 2,982,230 ― 2,982,230

セグメント利益又は損失(△) 406,491 △8,135 398,356 △222,466 175,890

セグメント資産 1,606,749 28,577 1,635,326 449,603 2,084,930

その他の項目

  減価償却費 107,111 404 107,515 2,835 110,351

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

105,878 ― 105,878 3,731 109,610

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

損益計算書
計上額 
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,018,755 244,905 3,263,661 ― 3,263,661

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,018,755 244,905 3,263,661 ― 3,263,661

セグメント利益 468,839 △45,721 423,117 △234,782 188,334

セグメント資産 1,604,530 28,433 1,632,963 362,881 1,995,844

その他の項目

  減価償却費 96,338 860 97,198 4,096 101,296

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

45,067 1,553 46,620 3,388 49,958
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当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 
  

  

当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 該当事項はありません。 

  

  

当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 該当事項はありません。 

  

  

(関連情報)

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

トキタ種苗株式会社 370,855 野菜苗生産販売事業

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
野菜苗生産販売 

事業
流通事業 計

減損損失 ― 1,512 1,512 ― 1,512

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注)  算定上の基礎 

１株当たり当期純利益金額 

 
(注)  当社は、平成23年６月15日付で普通株式１株につき普通株式200株の割合で株式分割を行っております。 

(１株当たり情報)

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

１株当たり純資産額 99,591円30銭

１株当たり当期純利益金額 16,859円63銭

１株当たり純資産額 621円72銭

１株当たり当期純利益金額 123円76銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

当社は、平成23年６月15日付で普通株式１株に対し普

通株式200株の割合で株式分割を行いました。

前期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合にお

ける前事業年度の（１株当たり情報）の各数値は以下の

とおりであります。

１株当たり純資産額 497円96銭

１株当たり当期純利益金額 84円30銭

項目
前事業年度

(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

損益計算書上の当期純利益(千円) 82,679 121,384

普通株式に係る当期純利益(千円) 82,679 121,384

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,904 980,800
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(重要な後発事象)

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

 

（株式の分割）

当社は、平成23年５月13日開催の取締役会において株

式分割による新株式の発行を行う旨の決議をしておりま

す。

当該株式分割の内容は、下記のとおりであります。

１  平成23年６月15日付をもって平成23年６月14日最終

の名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を１株

に付き200株の割合をもって分割する。

２  分割により増加する株式数  普通株式 975,896株

当該株式分割が前事業年度の開始の日に行われたと

仮定した場合の１株当たり情報及び当事業年度の開始

の日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、

以下のとおりであります。

前事業年度
(自  平成20年11月１日
至  平成21年10月31日)

当事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり純資産額

413.66円

１株当たり純資産額

497.96円

１株当たり当期純利益金額

81.42円

１株当たり当期純利益金額

84.30円

なお、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

（公募による株式の発行）

当社は、平成23年11月29日に株式会社大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ市場（スタンダード）に上場いたしまし

た。当社は上場に当たり平成23年10月21日及び平成23年

11月７日開催の取締役会において株式の発行を決議し、

下記のとおり平成23年11月28日に払込が完了いたしまし

た。

この結果、資本金は318,200千円、発行済株式総数は

1,230,800株となっております。

（１）募集方法

  一般募集（ブックビルディングによる募集）

（２）発行する株式の種類及び数

  普通株式 250,000株

（３）発行価格

  １株につき 740円

（４）引受価額

  １株につき 680円

  この価格は当社が引受人より１株当たりの新株式

払込金として受取った金額であります。なお、発

行価格と引受価額との差額の総額は、引受人の手

数料となります。

（５）発行価額

  １株につき 629円（会社法上の払込金額）

（６）資本組入額

  １株につき 340円

（７）発行価格の総額

  185,000千円

（８）引受価額の総額

  170,000千円

（９）発行価額の総額

  157,250千円

（10）資本組入額の総額

  85,000千円

（11）払込期日

  平成23年11月28日

（12）資金の使途

 平成24年10月期の野菜苗生産販売事業に関る設備

資金に全額充当する予定であります。
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リース取引関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、ストック・

オプション等関係、税効果会計関係、企業結合等関係、資産除去債務関係、賃貸等不動産関係、持分法

投資損益等、関連当事者情報に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくな

いと考えられるため開示を省略しております。 

  

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

 

（第三者割当増資による株式の発行）

当社は、当社普通株式の株式会社大阪証券取引所ＪＡ

ＳＤＡＱ市場（スタンダード）への上場に伴う公募新株

式発行並びに株式売出しに関連して、当社普通株式を株

主より賃借した野村證券株式会社が当社普通株式63,600

株の売出し（以下、「オーバーアロットメントによる売

出し」）を行いました。 

 このオーバーアロットメントによる売出しに際し、平

成23年10月21日及び11月７日開催の取締役会決議に基づ

き、野村證券株式会社を割当とする第三者割当による株

式の発行を行う場合があります。その概要は次のとおり

であります。

（１）発行する株式の種類及び数

  普通株式 63,600株（上限）

（２）割当価格

  １株につき 680円

（３）発行価額

  １株につき 629円（会社法上の払込金額）

（４）資本組入額

  １株につき 340円

（５）割当価格の総額

  43,248千円（上限）

（６）発行価額の総額

  40,004千円（上限）

（７）資本組入額の総額

  21,624千円（上限）

（８）払込期日

  平成23年12月27日

（９）割当先

  野村證券株式会社

（10）資金の使途

 平成24年10月期の野菜苗生産販売事業に関る設備

資金に全額充当する予定であります。

(開示の省略)
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当事業年度における生産実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、当期総製造費用によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  流通事業については、該当ありません。 

  

当事業年度における商品及び製品仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、仕入価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当事業年度における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、販売価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  流通事業については、該当ありません。 

  

当事業年度における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 2,234,018 106.5

流通事業 ― ―

合計 2,234,018 106.5

 ② 商品及び製品仕入実績

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 13,038 64.2

流通事業 202,108 147.2

合計 215,147 136.5

 ③ 受注実績

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 2,776,093 110.5 201,405 97.0

流通事業 ― ― ― ―

合計 2,776,093 110.5 201,405 97.0

 ④ 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 3,018,755 107.5

流通事業 244,905 140.0

合計 3,263,661 109.4

相手先
前事業年度 当事業年度

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

トキタ種苗株式会社 360,747 12.1 370,855 11.4
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該当事項はありません。 

新任取締役候補 

取締役 小瀧 歩（現 アグリマス株式会社 代表取締役） 

（２）役員の異動

①代表者の異動

②その他の役員の異動（平成24年１月27日付予定）
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